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子宮体癌においてリンパ節  (LN) 転移のリスクを術前に評価することは術式の決定や予後を推測す

る上で重要である。朝見らは、MRI による画像所見  [子宮筋層浸潤  (MI) の深さ (≧1/2)・LN 腫大 

(≧1cm)・腫瘍径  (≧47mm)]、術前生検による組織型、血清 CA125 値の術前因子から LN 転移を予測

する数理モデルを機械学習の手法を用いて構築し、精度を評価した。さらに、LN 転移予測モデルが予

後予測にも有用であるかを合わせて検討した。 

その結果、ロジスティック回帰 (LR) モデルの予測性能は受診者動作特性曲線下面積  (AUC) 0.80, 

感度 0.69, 特異度 0.78 であり、他の機械学習の手法を用いても予測能は同等であった。また術後標

本で病理学的に LN 転移陰性の場合でも、LN 転移予測陽性例では有意に予後が悪いことが明らかに

なった (ログランク検定, P<0.01)。 

術前ルーチン検査で得られる因子から高い精度で LN 転移を予測し、さらに LN 転移陰性症例の中

でも予後不良の患者集団を推定できることは、LN 転移リスクに応じて適切な手術方法を選択できる

こと、および術前に予後不良な患者を抽出できることにもつながる臨床的に価値のある成果であ

り、本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 
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